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３つの話題

Ⅰ　京都の都市計画の歴史

　　　－明治25年~現在の地図を見ながらｰ

Ⅱ　「都市計画」とは

　　　－京都にはこれだけ沢山の都市計画が－

Ⅲ　都市計画の現在とこれから

　　　－景観をめぐる問題－

　　　－市民が取り組む「まちづくり」－



Ⅰ-1　1889（明治22）年の京都



Ⅰ-2　1922（大正11）年の京都



Ⅰ-3　1931（昭和6）年の京都



Ⅰ-4　1961（昭和36）年の京都



Ⅰ-5　現在の京都



Ⅰ-6　地図の変遷から
ｰ明治以降「都市計画」で実現されたものｰ

●「京都策」　琵琶湖疏水（M23完成）（北垣知事）
●「三大事業」　（M41）（西郷市長）
　　　第二疏水、上水道整備、道路拡張（市電敷設）

●市街地拡大のための外周線沿いの土地区画整理事業
（昭和初期以降）

●鉄道（国鉄、私鉄）

●初めての都市計画「用途地域指定」（T13）
●戦時建物疎開と道路拡幅

●ニュータウン開発（洛西ニュータウン、向島ニュータウン）



講義

Ⅱ-1　今日の「都市計画」とは

（狭義）
都市計画法に基づく

都市計画

（狭義）
都市計画法に基づく

都市計画

国や都道府県の
広域的な計画

国や都道府県の
広域的な計画

事業者による
まとまった
開発計画等

事業者による
まとまった
開発計画等

住民の任意の
まちづくり計画

住民の任意の
まちづくり計画

市の条例や
他の法令に基づく
京都市の計画

市の条例や
他の法令に基づく
京都市の計画

（広義）



Ⅱ-2　都市計画制度の概要
－京都市で適用されている都市計画－

①　区域区分（「線引き」）

②　地域地区（用途地域、防火地域、高度地区、

　美観地区、風致地区、・・・・・）

③　都市施設（道路、公園、下水道、鉄道、・・）

④　市街地開発事業（区画整理、再開発・・）

⑤　地区計画

⑥　開発許可



Ⅱ-3　ゾーニングシステムの問題
－だれが、どこまできめ細かく「決める」のか－

2　地域ごとの将来目標を設定する

　1　都市全体の基本方向を定める

3　まとまりのある区域を設定する

4　区域ごとの建築や開発の規制・誘導を行う

5　結果として目標が達成される　ハズ！？



Ⅲ-1　都市計画の新たな課題
－人口減少社会に向けた方向転換－

●コンパクトシティ

　　・人口減少　（次頁参考）

　　・都市の「縮退」　空地増加、「山に戻す」

　　・中心市街地の活性化　大型店立地規制

●フロー重視からストック重視

　　・歴史資源の活用　町家再生

　　・ストックマネジメント　ニュータウン再生

●市民参画

　　・「まちづくり」のひろがり　反対型、独立型、参画型

　　・都市ビジョンへづくりへの市民参画　各種プラン



参考



Ⅲ-2　京都のホット・トピック
－新しい景観規制・誘導へ－

●景観法（H16.6公布、H17.6全面施行）
　都市、農山漁村等における良好な景観の
形成を図るため、良好な景観の形成に関
する基本理念及び国等の責務を定めると
ともに、景観計画の策定、景観計画区域、
景観地区等における良好な景観の形成の
ための規制、景観整備機構による支援等
所要の措置を講ずる我が国で初めての景
観についての総合的な法律



●「時を超え光輝く京都の景観づくり審議会」
の「中間とりまとめ」（平成18年3月）

①　建物の高さやデザインの更なる規制・誘導
　　　　・高さ規制の強化／デザイン基準の明確化／許可制／地域
　　　の特性に応じたきめ細やかな規制・誘導　等

②　京町家などの歴史的な建造物の保全とそれを
　活用した都市景観形成

　　　　・点から線、線から面へ／京まちやまちづくりファンド　等

③　看板など屋外広告物、駐車駐輪対策の強化

④　緑の保全及び緑化の推進

⑤　その他



●時を超え光輝く京都の
景観づくり審議会「中間と
りまとめ」付図　　　　→

●景観重要建造物

　　　　　　↓

地域別の規制・誘導に関する地域区分



Ⅲ-3　市民のまちづくり
－多様な取り組み－

●「職住共存地区」「田の字」

　姉小路界わい／三条通／まちなかを歩く日／明倫学
区／本能学区／有隣学区／四条繁栄会　等々

●上京

　町家倶楽部／西陣まちづくり委員会／鉾参通／今電
会／春日学区福祉のまちづくり／京極探偵団　etc
●伏見

●祇園町南側

●洛西ニュータウン



●西陣わっしょい－西陣まちづくり委員会







いかに結びつけるか

Ⅲ-4　これからの都市計画
●充実すべき都市構造

コンパクトで個性的な「地域」
がネットワークする都市構
造

●骨格的な都市構造

「保全・再生・創造」と南北
軸をはじめとする都市構造


